
文部科学省官民協働海外留学支援制度
～トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログラム【高校生コース】～

第５期概要
「グローバル人材育成コミュニティ」に参画する企業からの支援により、“産業界を中心に社会で

求められる人材”、 “世界で、又は世界を視野に入れて活躍できる人材”の育成を目的に高校生
等を支援。生徒等が事前・事後研修や帰国後の留学生ネットワーク等に主体的に参画することで
海外留学の機運を高めることを目的としています。

１．トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム【高校生コース】第５期支援対象となる
留学分野及び支援予定人数

高校生コース 合計 800名

アカデミック（テイクオフ） 360名 【留学期間：14～21日間】
海外の語学学校等において外国語の習得を主たる目的とするプログラムに参加するとともに、留学先で

外国語を用いて異文化交流を行うもの。

アカデミック（ショート） 120名 【留学期間：14～106日間】
海外の高等学校や大学等の教育機関に在籍し、外国語を用いて様々な科目を学修したり、教育プログ
ラムに参加するもの。

アカデミック（ロング） 20名 【留学期間：107～365日間】
海外の高等学校等に長期間在籍し、外国語を用いて様々な科目を学修するもの。

プロフェッショナル 100名（うち、未来テクノロジー人材枠 60名） 【留学期間：14～106日間】
現在学んでいる専門知識・スキル等を活かして、あるいは将来的に携わりたいと考える領域について、
実地研修やインターンシップ等を通じて専門知識やスキルの習得を目指すもの。
（未来テクノロジー人材枠）
数理情報科目やITの素養を持ち、将来的に携わりたいと考えるテクノロジー領域（プログラミング、制御技術、
ロボティクス、Webサービス・デザイン、モバイルアプリ開発等）に関する学修やインターンシップ等の実践活動を
行うもの。

スポーツ・芸術 100名 【留学期間：14～106日間】
海外のトレーニングセンター、教育機関、芸術学校等に在籍し、現地の指導者の下で技量の向上を目
指すものや、現地でのレッスン・トレーニングを伴って大会等に参加するもの。

国際ボランティア 100名 【留学期間：14～106日間】
海外でのボランティア活動に参加し、体験を通じて国際協力についての理解を深めるもの。

２．支援の内容
研修参加費、奨学金（渡航費、授業料、現地活動費を支給）

３．留学計画の申請要件
・ 2019年7月1日～2020年3月31日までの間に留学が開始される計画

・ 留学期間が14日以上365日以内

・ 留学先における受入れ機関（以下、「留学先機関」という。）が在る計画

・ 日本の在籍高等学校、中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部、

高等専門学校（１～３年次）、専修学校高等課程（以下「高等学校等という」。）の学校長が、

教育上有益と認める留学計画

＜特徴＞
• 高等学校等の教育機関への留学だけでなく、生徒等が立案したプロジェクトなどの留学も支援

• 学校長が教育上有益と認める留学計画を支援

• 留学中の支援だけでなく、留学の質を高めるための事前・事後研修、留学生ネットワークを提供
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４．派遣留学生の要件

• 日本国籍を有する生徒等又は日本への永住が許可されている生徒等
• 本制度で実施する事前・事後研修及び留学生ネットワーク（支援企業等に対する留学計画や活動報告・成果等の

情報の提供を含む。）に原則として全て参加する生徒等
• 在籍する高等学校等において、卒業（高等専門学校専攻科においては修了）を目的とした課程に在籍する生徒等
• 在籍する高等学校等が派遣を許可し、受入れ機関が受入れを許可する生徒等
• 機構の第二種奨学金（予約採用）に掲げる家計基準を満たす生徒等

※ ただし、支援予定人数全体のうち、１割程度を上限に機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を超える生徒等を支援する予定です。

• 当該留学に必要な査証を確実に取得し得る生徒等
• 留学終了後、在籍する高等学校等に戻り学業の継続又は卒業をする生徒等
• 留学を開始する年度の４月１日現在の年齢が30歳以下である生徒等
• インターンシップ等での報酬や他団体等から留学のための奨学金を受ける場合は、その総額が、本制度による奨

学金の総額を超えない生徒等
※他団体等から奨学金を受ける場合、当該奨学金の支給団体側において本制度の奨学金との併給を認めない場合があるので、

当該団体に確認してください。

• 本制度の高校生コースにおける第１～４期派遣留学生、地域人材コース高校生等枠の第９期派遣留学生でなく、
かつ地域人材コース高校生等枠の第10期・11期に応募していない生徒等※ 既に地域人材コース高校生等枠に
応募している生徒等が、本コースの応募を希望する場合は、地域人材コース高校生等枠の応募を取り下げる必要
があります。

• 文部科学省が実施する「社会総がかりで行う高校生国際交流促進事業」の支援金を受けない生徒等

５．申請方法と今後のスケジュール
生徒等が作成した留学計画を、在籍する高等学校等を通じ、（独）日本学生支援機構に申請。

○アカデミック（テイクオフ）【２０１９年４月に高等学校等に入学する生徒等以外】、アカデミック（ショート）、

アカデミック（ロング）、スポーツ・芸術、プロフェッショナル、国際ボランティア 分野

（募集期間）
募集開始 ： 2018年１０月1日（月）

募集締切 ： 2019年１月29日（火） 17時

（審査時期）
書面審査 ： 2019年２月中

面接審査 ： 2019年３月下旬

以下、全国９か所程度で開催予定※変更の可能性あり

①札幌 ②仙台 ③東京 ④名古屋 ⑤金沢 ⑥大阪 ⑦広島 ⑧高松 ⑨福岡

採否決定 ： 2019年４月下旬

○アカデミック（テイクオフ）分野【２０１９年４月に高等学校等に入学する生徒等対象の募集】

（募集期間）
募集開始 ： 2018年１０月１日（月）

募集締切 ： 2019年４月２2日（月） 17時

（審査時期）
審 査 ： 2019年４月下旬～５月上旬

採否決定 ： 2019年５月中旬～下旬

○全分野共通

（事前研修（予定））
東京会場：2019年６月８日（土）・６月９日（日）
大阪会場：2019年６月１5日（土）

参考：官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム【高校生コース】～
ホームページ
https://www.tobitate.mext.go.jp/hs/index.html


